
 





































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                  




























































































































































































































































































































































































出
選
宴
球

シ

レ
フ
　

谷
古

ク
ン
に
ト
フ
ソ

﹂
い
た
せ
見
姿
る
す
躍
活
﹁

表表表表表表表表
代代代代代代代代
表表表表表表表表
代代代代代代代代
表表表表表表表
代代代代代代代
表
代
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樺
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【白樺学園】
　　　　　　打安点振球
⑨　佐藤槙　３００１１
②　阿　部　４１０１０
③　池　田　３１００１
⑧　　牧　　４００００
⑦　棚　橋　３０００１
⑥　小九原　２０００１
①　佐藤翔　２００００
１　宮　本　０００００
⑤　併　保　３１０１０
④　西　村　１０００１
犠盗併残勝　─────
２２１４１　３０３５

【帯柏葉】
　　　　　　打安点振球
⑥　高　古　３１００１
④　四　見　３１０００
⑤　　橘　　３１００１
⑦　小野寺　４１０００
②　西　山　３００００
⑨　森　颯　２００２１
①　伊　藤　４２０００
⑧　藤　原　２００１０
③　楢　舘　３００００
犠盗併残勝　─────
５０１８１　６０３３
　
　　　回者球数安振球責
佐藤翔４　４１２０
宮本　５　２２１０
……………………………
伊藤　９　３３５１









































































利
勝
封
完
　

０
｜
１
に
葉
柏
帯

利
勝
封
完
　

０
｜
１
に
葉
柏
帯


レ
リ
好
　

本
宮
翔
藤
佐



















   

  






































Ｖ︶
広
帯
︵原
笠
小

位
２︶
高
条
三
帯
︵嶋
松
は
子
女

ーリェチーア
道全杯長会

   

  






















































 
 

ド

リ
谷
大
帯

   

  

的
の
中
心
を
目
掛
け
て
矢
を

リ
リ

ス
す
る
選
手
た
ち

【Ａブよック代表決定戦・白樺学園―帯柏葉】接戦を制して４年連続の北
大会出場を決め、スタンドに向けて歓喜の笑顔で駆け出す白樺学園ナイン

　
最
終
日
は
１
日

帯
広
の
森
野
球
場
で
代
表
決
定
戦
を
行

た

第
１
試
合
の
Ａ
ぱ
よ

お
は
白
樺

学
園
が
帯
柏
葉
に
１
｜
０
で
競
り
勝
ち

４
年
連
続

度
目
の
代
表
を
決
め
た

白
樺
学
園
は
佐
藤
翔

陽
︵
３
年
︶
と
宮
本
嵩
塁
︵
同
︶
の
継
投
で

帯
柏
葉
打
線
を
完
封
し

１
点
を
北
り
切

た

第
２

試
合
の
Ｂ
ぱ
よ

お
は

帯
大
谷
が
二
回
に
長
谷
川
優
塁
︵
３
年
︶
の
適
時
打
で
先
制

三

四
回
に

も
丹
１
点
を
加
え

午
後
１
時
現
在

３
｜
１
と
帯
工
を
リ

つ
し
て
い
る

北
北
下
道
大
会
は

日

○
ら
旭
川
ご
ず
ゆ
ね
ン
球
場
で
行
わ
れ
る


︵
北
雅
貴

内
形
勝
也

金
野
和
彦

新
井
拓
下
︶

【Ｂブよック代表決定戦・帯大谷―帯
工】力投する帯大谷の先発・佐々木慎
広投手

（１３） ２０１７年땆平成２９年땇７月１日（土曜日） （第３種郵便物認可） 【スポーた】 　

︵
１
日
︶

　
댖
３
次
戦
댗

　
◇
帯
広
の
森
平
和
球
場

稲
田
俱
楽
部

　
　
　
　
　
０
０
０
０
０
─
０

　
　
　
　
　
４
０
１
３
×
─
８

レ
ア
ル

︵
五
回
コ

ゆ
つ
︶

︻
稲
発
斉
藤
貴

前
田
｜
宇
野

︻
レ
発
高
田
｜
市
川

▽
二
塁
打
‖
市
川
２

宇
野

︵
稲
︶
宮
崎

林

高
橋

水

戸
部
︵
レ
︶

▽
審
判
‖
水
野

江
原

丹
羽

　
◇
伏
古
別
優
園
野
球
場

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｓ

　
　
　
０
０
０
０
０
０
０
─
０

　
　
　
０
１
１
０
０
４
×
─
６

年
中
野
球

︻
Ｂ
発
金
子
｜
鈴
木
嗣

︻
年
発
山
本

平
山
｜
笹
谷


佐
藤

▽
本
塁
打
‖
川
瀬
︵
年
︶

▽
二
塁
打
‖
森
︵
年
︶

▽
審
判
‖
黒
川

松
浦

浅
野

　
◇
南
町
Ｃ
球
場

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
２
０
３
０
─
５

　
　
　
　
　
　
３
５
０
×
─
８

フ

イ
ン

︵
四
回
時
間
切
れ
︶

︻
Ｖ
発
金
曽

高
瀬
｜
高
瀬


片
岡

︻
ば
発
西
藤

宮
崎
｜
廣
冨

▽
本
塁
打
‖
廣
冨
︵
ば
︶

▽
二
塁
打
‖
和
田
뗆
高
瀬
뗊Ｖ
뗋

西
藤

廣
冨

井
向
︵
ば
︶

▽
審
判
‖
三
間

坂
田

榎
本

　
レ
ア
ル
・
武
田
直
樹
選
手
　

ベ
ご
ト
８
進
出
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
々
す

谷
が
ン

結
婚
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
々
す


　
年
中
野
球
・
森
敏
也
選
手
　

理
想
的
な
完
封
リ
レ

！
　
打

線
も
向
り
調
子
‼
　
次
も
勝

つ


　
フ

イ
ン
・
美
藤
正
博
監
督

　
み
ん
な
お
疲
れ
さ
々

レ
ン

の
出
塁
○
ら
始
々
り

大
橋
さ

ん
の
に
ン
ト
뗆
し
げ
の
笑
顔
뗆た

つ
き
の
柵
越
え
뗆○
ず
の
盗
塁
뗆

幸
太
年
の
ね

ト
⁈
　
東
Ｍ
Ａ

Ｘ
の
技
有
り
ね

ト

ゆ
う
た

の
お
よ

け


高
島
の
ね


ト
と

め
ち

く
ち

良
○


た
ね
‼
　
次
も
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
勝
ち
々
し

う
‼

　
댖
２
日
の
試
合
댗

︵
午
前
５
時
試
合
開
始
︶

　
◇
３
次
戦

　
▽
帯
広
の
森
平
和
球
場
‖
勝

興
寺
｜
Ｓ
Ｐ
・
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

　
◇
準
々
決
勝

　
▽
伏
古
別
優
園
野
球
場
‖
幸

誠
電
設
｜
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｔ

　
▽
南
町
Ｃ
球
場
‖
池
田
り
イ

ン
ご
ず

さ
｜
々
ん
ぼ
う
お
や

ぱ 　
◇
予
選
リ

か

︵
６
月

日
・
帯
四
中
︶

居
匠
屋
よ
り

み
ち

不
戦
勝

ち
た
り
ン
＆



︵
６
月

日
・
帯
四
中
︶

十
勝
に
ン
の

ノ

１
４
０
３
２
─


０
０
０
４
３
─
７

必
殺

︵
五
回
時
間
切
れ
︶

︻
十
発
原
尾
｜
長
谷
川

︻
必
発
小
池

北
野
｜
今
村

▽
本
塁
打
‖
今
村
︵
必
︶

▽
三
塁
打
‖
藤
原
뗊十
뗋
北
野
뗆

五
田
︵
必
︶

▽
二
塁
打
‖
三
島
２

田
中


佐
藤
뗆
長
谷
川
뗆
藤
原
뗆
嶋
崎
뗆

原
尾
︵
十
︶

︵
６
月

日
・
帯
四
中
︶

Ｋ
Ｕ
保
険
サ

の
ス

１
１
０
０
０
０
─
２

１
１
０
３
０
×
─
５

居
酒
屋
よ
】
み
ち

︵
六
回
時
間
切
れ
︶

︻
Ｋ
発
工
藤
｜
稲
向

︻
居
発
佐
瀬
｜
作
田

︵
６
月

日
・
帯
四
中
︶

ち
た
り
ン
＆


４
３
０

─


０
０
０
０
─
０

必
殺

︵
四
回
コ

ゆ
つ
︶

︻
ち
発
渡
辺

高
田
｜
小
川

︻
必
発
大
石

竹
森
｜
安
藤


今
村

▽
本
塁
打
‖
高
田
︵
ち
︶

▽
三
塁
打
‖
小
川
뗆
作
田
뗊ち
뗋

▽
二
塁
打
‖
滑
川
２
︵
ち
︶
森

川
︵
必
︶

し

か
】
北
れ
た

　
白
樺
学
園
・
戸
出
直
樹
監
督

の
話
　
投
手
の
２
人
が
良
く
投

げ

し

○
り
と
北
れ
た
の
が

勝
因

北
大
会
で
も
こ
の
々
々

の
雰
囲
気
で
や
り
た
い

打
撃

は
こ
れ
○
ら
振
り
込
ん
で
い

く
１

球
に
集
中
す
る

　
同
・
阿
部
優
人
主
将
뗊
３
年
뗋

の
話
　
先
制
し
て
北
り
切
る
つ

ら
い
試
合
だ

た

ぜ

ン
ご

で
１
本
が
出
な
○

た
の
が
反

省
点

１
球
へ
の
集
中
力
を
高

め
て
甲
子
園
を
喫
う


６
月

日
の
３
軍
戦
︵
対
西
部

ガ
ご
戦
︶
に
先
発
出
場

好
投

し
た
古
谷
優
人

　
ア

ぜ

リ

の
第

回
会

長
杯
全
道
大
会
兼
国
民
体
育
大

会
北
下
道
予
選
会
︵
北
下
道
ア


ぜ

リ

協
会
主
催
︶
が
６

月

日

帯
広
の
森
ア

ぜ


リ

場
で
開
○
れ
た

１
４
４

射
す
る

뗠
せ
ぱ
ゆ
や
ウ
ン
つ

で
行
わ
れ
た
Ｒ
Ｃ
뗊リ
う

ぱ
뗋

の
男
子
く

ゆ
つ
お
や
ご
は
小

九
原
修
一
︵
帯
広
︶
が
１
２
８

０
点
で
優
勝

同
女
子
は
松
嶋

絹
花
︵
帯
三
条
高
︶
が
１
２
２

２
点
で
２
位
と
な

た

大
会

に
は
小
学
哲
○
ら
一
般
々
で


全
道
○
ら
男
女

人
が
エ
ン
ト

リ


十
勝
勢
は

部
門
中
４

部
門
で
優
勝
を
飾

た


︵
折
原
徹
也
︶

︵
２
位
以
下
関
係
孝
︶

　
︻
小
学
生
発
▽
ジ

て
ア
‖
①

向
田
美
帆
︵
帯
広
︶
８
８
８
点

　
︻
中
学
生
発
▽
キ

デ

ト
‖

①
向
田
雄
太
︵
帯
広
︶
９
８
１
点

　
︻
男
子
発
▽
Ｃ
Ｐ
︵
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
︶
シ
ル
に

‖
①
子
島
秀
人

︵
函
館
︶
１
１
９
１
点

　
▽
Ｃ
Ｐ
ゴ

ル
ド
‖
①
佐
々
木

邦
哲
︵
札
少
︶
１
３
３
５
点
③
小

高
映
基
︵
帯
広
︶
１
２
８
４
点

　
▽
Ｒ
Ｃ
︵
リ
カ

ブ
︶
ブ
よ
ン

ズ
‖
①
木
村
翔
太
︵
旭
川
北
高
︶

１
０
５
５
点
④
古
川
誠
也
︵
帯
工

高
︶
９
７
５
点

　
▽
Ｒ
Ｃ
シ
ル
に

‖
①
宍
戸
裕

︵
帯
三
条
高
︶
１
１
６
６
点
②
斉

藤
政
城
︵
同
︶
１
１
５
９
点
③
山

本
輝
︵
同
︶
１
１
５
１
点
⑤
宇
野

祐
輔
︵
同
︶
１
１
１
９
点
⑥
曽
根

匠
︵
同
︶
１
０
５
５
点
⑦
明
瀬
広

大
︵
同
︶
１
０
５
０
点
⑧
中
嶋
柊

太
︵
同
︶
１
０
０
６
点
⑨
佐
藤
太

星
︵
同
︶
１
０
０
０
点
⑩
渡
辺
留

哲
뗊
同
뗋
９
７
６
点
⑪
西
村
左
뗊同
뗋

９
６
５
点
⑫
宮
崎
翔
︵
帯
広
︶
９

５
７
点
⑭
渡
辺
隼
希
뗊帯
三
条
高
뗋

８
４
０
点

　
▽
Ｒ
Ｃ
ゴ

ル
ド
‖
①
小
九
原

修
一
︵
帯
広
︶
１
２
８
０
点
②
松

原
孝
味
︵
同
︶
１
２
２
５
点
⑤
種

部
大
輔
︵
帯
工
高
︶
１
１
９
７
点

⑥
塚
田
匠
︵
帯
三
条
高
︶
１
１
９

３
点
⑩
飯
塚
健
塁
︵
同
︶
１
１
４

８
点

　
︻
女
子
発
▽
Ｃ
Ｐ
‖
①
本
多
由

美
子
︵
旭
川
︶
１
３
４
９
点

　
▽
Ｒ
Ｃ
シ
ル
に

‖
①
川
島
麗

央
奈
︵
旭
川
北
高
︶
１
１
２
５
点

②
秋
田
梨
紗
︵
帯
三
条
高
︶
１
１

１
９
点
③
小
玉
凜
︵
同
︶
１
０
７

９
点
④
野
田
琳
花
︵
同
︶
１
０
０

２
点
⑤
長
井
美
紀
︵
同
︶
９
６
５

点
⑧
宍
戸
恵
︵
同
︶
９
３
７
点

　
▽
Ｒ
Ｃ
ゴ

ル
ド
‖
①
中
村
美

優
︵
旭
川
北
高
︶
１
２
４
１
点
②

松
嶋
絹
花
︵
帯
三
条
高
︶
１
２
２

２
点

　
江
陵
高
校
○
ら
プ
よ
野
球
の

子
岡
じ
ば
ト
に
ン
お
ぶ

お
ご

に
今
季
入
団
し
た
幕
別
町
出
身

の
古
谷
優
人
投
手
︵

︶
が


若
手
選
手
に
よ
る
ば


ほ
の

뗈
オ

ゆ
ご
ず

戦
뗉
뗒
プ
よ

野
球
ば
レ

げ

オ

ゆ
ご
ず


き

ほ
２
０
１
７
﹂
뗊

日

午
後
６
時

静
岡
県
草
薙
総
合

運
動
場
野
球
場
︶
へ
の
出
場
が

決
々

た

主
催
す
る
日
本
野

球
機
構
が
６
月

日
午
後

古

谷
を
含
む

人
の
出
場
選
手
を

発
表
し
た

古
谷
は
球
団
を
通

じ

뗒
選
ん
で
い
た
だ
き
大
変

光
栄
に
思
い
々
す

自
孝
の
ボ


ゆ
を
信
じ
て
精
い

ぱ
い
投

げ
込
み
々
す

北
下
道
の
与
さ

ん
に
活
躍
す
る
姿
を
見
て
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
り
々
す
﹂
と
コ

ぼ
ン
ト
し
た


　
古
谷
は
５
月

日
に
ウ
エ
ご

ず
ン
選
抜
の
推
薦
選
手
の
１
人

に
選
ば
れ
た

出
場
推
薦
選
手

を
中
心
に
ぜ

ほ
に
や
ン
ご


注
目
度

話
題
性
を
公
慮
し
な

が
ら

球
団
の
２
軍
監
督
な
ど

が

イ

ご
ず
ン
選
抜
︵
函
藤

雅
樹
監
督
・
読
売
こ

イ
ア
ン

た
뗋

ウ
エ
ご
ず
ン
選
抜
︵
水

向
善
雄
監
督
・
子
岡
じ
ば
ト
に

ン
お
ぶ

お
ご
︶
の
出
場
選
手

丹

人
を
選
ん
だ

ぶ

お
ご

○
ら
は
古
谷
と
同
期
入
団
の
九

鬼
隆
平
捕
手
︵

︶
も
選
出
さ

れ
た


　
古
谷
は
３
軍
に
所
属
し

６

月

日
現
在
で

試
合
に
登

板

４
勝
２
奪
で

対
御
率
は

１
・


６
月

日
に
は
３
軍

の
試
合
が
な
○

た
た
め

２

軍
戦
に
初
登
板
し

１
回
を
打

者
４
人
に
対
し

被
安
打
１


２
奪
三
振

無
勝
点
の
好
投
を

見
せ
た


　
恩
師
の
江
陵
高
校
野
球
部
の

谷
本
献
悟
監
督
は
﹁
今
で
も
恩

師
と
慕

て
く
れ
て

頻
繁
に

連
嶋
を
く
れ
る

そ
ん
な
教
え

子
が
ば
レ

げ

オ

ゆ
ご
ず


に
出
場
で
き
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
う

こ
こ
が
く

ゆ
で

は
な
い
の
で

気
を
緩
め
ず
に

さ
ら
に
向
を
目
指
し
て
頑
張


て
ほ
し
い
﹂
と
エ

ゆ
を
送


た


　
白
樺
学
園
は
０
｜
０
で
迎
え

た
四
回
に
先
頭
の
佐
藤
槙
が
四

球
で
出
塁
し

続
く
阿
部
の
中

前
打
で
無
死
一
뗆三
塁
と
し
た
뗇

池
田
は
遊
撃
へ
の
併
殺
打
に
倒

れ
た
が

こ
の
間
に
佐
藤
槙
が

先
制
の
ぶ

ほ
を
踏
ん
だ

こ

の
貴
重
な
１
点
を
佐
藤
翔
｜
宮

本
の
完
封
リ
レ

で
北
り
切


た


　
帯
柏
葉
は

八
回
以
外
は
毎

回
走
者
を
出
し
得
点
圏
に
も
走

者
を
進
め
た
が

あ
と
１
本
が

出
な
○

た

九
回
も
敵
勝
と

犠
打
で
１
死
二
塁
と
し
た
が
後

続
が
倒
れ
た

先
発
の
伊
藤
は

伸
び
の
あ
る
ご
ト
レ

ト
を
低

め
に
集
め

連
打
を
許
さ
な
い

好
投
で
相
手
便
力
打
線
に
立
ち

向
○

た


　

︵
１
日
︶

　
◇
Ａ
ブ
よ

ク
▽
代
表
決
定

戦白
樺
学
園

０
０
０
１
０
０
０
０
０
─
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
─
０

帯
柏
葉

▽
二
塁
打
‖
併
保
︵
白
︶

　
白
樺
学
園
が
苦
戦
し
な
が
ら

も

投
手
を
中
心
と
し
た
堅
い

北
り
で

四
回
に
挙
げ
た
虎
の

子
の
１
点
を
北
り
抜
い
た

阿

部
優
人
主
将
︵
３
年
︶
は
﹁
攻

撃
で
は
自
孝
た
ち
の
力
で
得
点

し
た
人
じ
は
し
な
い
が

無
勝

点
に
抑
え
ら
れ
た
良
い
試
合
だ


た

自
信
に
な
る
﹂
と
胸
を

張

た


　
エ

ご
ナ
ン
に

を
背
負
う

左
腕
の
牧
野
憲
伸
︵
同
︶
が
腰

の
張
り
な
ど
で
登
板
を
回
避


準
決
勝
の
池
田
戦
で
８
땨
を
帯

封
し
た
背
番
号

の
佐
藤
翔
陽

︵
同
︶
が
先
発
し
た

毎
回
走

者
を
許
し
な
が
ら
も
本
塁
に
は

返
さ
な
い
粘
投
で
試
合
を
つ
く


た

打
線
は
四
回
に
併
殺
打

の
間
に
１
点
を
挙
げ
た
の
み


五
回
々
で
に
３
度
の
け
ん
制
死

を
喫
す
る
な
ど
互
角
の
展
開
だ


た


　
次
の
１
点
が
大
き
く
試
合
の

流
れ
を
左
右
し
そ
う
な
中

五

回
○
ら
マ
ウ
ン
つ
に
向
が

た

宮
本
嵩
塁
︵
同
︶
は
落
ち
着
き

払

て
い
た

１
年
哲
の
秋
○

ら
優
式
戦
に
出
場
し
た
経
験
豊

富
な
投
手
で

뗒
뗊
他
の
投
手
が

掘

て
︶
マ
ウ
ン
つ
が
荒
れ
て

い
て
も
大
丈
夫
な
器
用
な
子


５
뗆
６
球
で
肩
も
初
れ
る
뗓
뗊
戸

出
直
樹
監
督
뗋

以
前
よ
り
え

レ
の
増
し
た
直
球
と
ご
や
イ
せ


を
小
気
味
よ
い
ち
ン
へ
で
投

げ
続
け

５
땨
を
被
安
打
２


与
四
球
は
１

뗒
先
発
を
や
り

た
い
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

が

ぜ

ほ
の
た
め
に
与
え
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
し

○
り
と
投

げ
る
だ
け
﹂
と

뗈職
人
뗉
ぶ
り

を
発
揮
し
た


　
帯
大
谷
に
３
｜
４
で
奪
れ
た

春
季
支
部
予
選
の
代
表
決
定
戦

以
降

뗒
負
け
な
い
た
め
に
は

勝
点
し
な
け
れ
ば
良
い
﹂
と
投

手
陣
で
話
し
合

た
こ
と
を


大
切
な
場
面
で
体
現
し
た


뗒
뗊
牧
野
が
出
ら
れ
な
け
れ
ば
뗋

エ

ご
も
喫
う
﹂
と
意
気
込
む

宮
本

充
実
し
た
投
手
力
を
武

器
に

甲
子
園
に
出
場
し
た
２

年
前
の
再
現
を
目
指
す


　
◇
Ｂ
ブ
よ

ク
▽
代
表
決
定

戦帯
大
谷

　
　
０
１
１
１
０
０
０
０

　
　
０
０
０
１
０
０
０

帯
　
工

뗊
１
日
午
後
１
時

孝
現
在
뗋
　

エ

ご
伊
藤

意
地
の
好
投帯

柏
葉

　
○

帯
柏
葉
は
エ

ご
の
伊

藤
雄
大
︵
３
年
︶
が

白
樺
学

園
打
線
を
最
反
の
１
勝
点
に
と

ど
め
る
好
投
を
演
じ
た

森
川

孝
廣
監
督
は
﹁
今
々
で
の
中
で

ベ
ご
ト
は

ぜ
ン
か
だ

た


白
樺
学
園
を
相
手
に
ナ
イ
ご
き


ほ
が
で
き
た
要
因
﹂
と
褒
め

た


　
伊
藤
は
﹁
最
後
々
で
丁
寧
に

楽
し
く
投
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
丁
い
は
な
い
﹂
と
す

き

り
し
た
表
情
を
見
せ
た

伸
び

の
あ
る
１
４
０
뗞
超
の
ご
ト
レ


ト
を
軸
に
う

ぱ

ご
や
イ

せ


た

げ

ほ

ご
プ
リ


ト
を
織
り
交
ぜ

便
打
線
と

互
角
に
渡
り
合

た


　
北
下
道
日
本
な
ほ
ば

イ
ず


さ
の
ご
う
ウ
ト
が
春
の
練
習

試
合
や
今
支
部
予
選
に
も
視
察

に
訪
れ
る
ほ
ど
の
逸
分

伊
藤

は
﹁
声
が
掛
○
れ
ば
プ
よ
で
や

り
た
い
﹂
と
胸
を
張

た


　
３
年
連
続

度
目
の
北
大
会

進
出
は
惜
し
く
も
逃
し
た
が


橘
辰
徳
主
将
︵
同
︶
は
﹁
北
大

会
に
連
れ
て
行
け
な
○

た
け

ど

き

う
の
試
合
を
含
め


背
中
で
見
せ
て
き
た
つ
も
り
で

い
る
の
で

そ
れ
を
次
に
つ
な

げ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
後
輩
た

ち
に
託
し
た



